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徳と
く
や
ま山　
威た

け

雄お

誠
友
会

（
45
分
）

治
水
対
策
は

答

今
回
の
豪
雨
は
、
観
測
史
上
最

大
の
雨
量
に
よ
り
、
浸
水
面
積
が
県
内

最
大
の
約
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ぶ
な
ど
、
広
範
囲
で
甚
大
な
浸
水
被
害

が
生
じ
た
。

　
こ
の
た
め
８
月
に
、
国
、
県
と
と
も

問

７
月
豪
雨
の
抜
本
的
な
浸
水

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

に
、
福
山
市
域
に
お
け
る
浸
水
対
策
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
浸
水
地
域
ご
と
に

多
岐
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析

さ
ら
に
は
、
計
画
の
大
幅
な
見
直
し
な

ど
検
討
、
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
現
在

は
対
策
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
詰
め
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
被
災
さ
れ
た
市
民
の
不
安
な
思
い
を

聞
き
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
中
で

「
二
度
と
床
上
浸
水
被
害
は
起
こ
さ
な

い
」
と
の
決
意
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
国
や
県
に
対
し
て
実
情
や

要
望
を
訴
え
て
き
た
。
再
度
、
災
害
防

止
に
向
け
、
国
、
県
と
連
携
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

法ほ
う

木ぎ　
昭し

ょ
う
い
ち一

市
民
連
合

（
75
分
）

福
山
市
立
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
は

元
等
と
連
携
し
て
特
色
あ
る
授
業
科
目

を
開
講
し
、
地
域
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
教
育
を
展
開
し
て
い
る
点
、

ま
た
、
卒
業
生
の
就
職
率
の
高
さ
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。

　
法
人
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
予
算
や

人
事
制
度
な
ど
に
お
い
て
裁
量
性
の
高

い
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
こ
と

や
、
中
期
目
標
・
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
な
活

動
方
針
の
下
、
自
立
し
た
大
学
運
営
が

可
能
と
な
る
。
一
方
で
、
法
人
設
立
に

伴
い
、
役
員
の
配
置
や
財
務
な
ど
新
た

な
事
務
の
発
生
に
よ
る
経
費
や
体
制
の

整
備
が
必
要
と
な
る
。

答

２
０
１
６
年
度
の
認
証
評
価
で

は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
は
街
、
学
ぶ
の
は
未

来
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
地

問

２
０
１
１
年
４
月
に
開
学
し

た
市
立
大
学
は
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
公
立
大
学
法
人
化
の
考
え
が
示
さ

れ
た
が
、
こ
の
間
の
大
学
運
営
の
評

価
と
、
法
人
化
に
よ
る
影
響
な
ど
は
。

Ａ
型
事
業
所
の
経
営
破
綻
問
題
は

問

①
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
「
し
あ
わ
せ
の
庭
」

が
経
営
破
綻
し
、
利
用
者
１
０
６
人

が
一
斉
解
雇
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

11
月
19
日
、
県
は
検
証
結
果
に
お
い

て
、
県
と
本
市
の
行
政
責
任
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
、
本
市
の
受
け
止

め
は
。

池い
け
が
み上　
文ふ

み

夫お

市
民
連
合

（
75
分
）

答

①
事
業
者
の
指
定
、
指
導
が
形

式
的
、
表
面
的
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
を

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
既
に
、
中
小

企
業
診
断
士
な
ど
外
部
の
専
門
家
の
活

用
に
よ
る
指
導
監
督
体
制
の
強
化
な
ど

に
努
め
て
い
る
が
、
改
め
て
本
市
の
責

任
を
果
た
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
と
連

携
し
て
国
に
制
度
改
正
を
要
望
す
る
。

②
合
同
就
職
面
接
会
等
へ
の
参
加
を
促

す
な
ど
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引

き
続
き
、
個
々
の
生
活
実
態
を
把
握
し

伴
走
型
の
支
援
を
進
め
て
い
く
。

②
解
雇
さ
れ
た
障
が
い
者
の
再
就
職

の
支
援
は
。

宮み
や

地ち　
　
毅つ

よ
し

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

災
害
に
対
す
る
本
庁
舎
地
下
の

電
源
設
備
の
対
策
は

下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

下
が
浸
水
し
た
場
合
に
は
電
源
が
喪
失

す
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い
る
。

　
本
庁
舎
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
災
害

時
に
お
い
て
も
そ
の
機
能
を
維
持
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
受

変
電
設
備
や
非
常
用
発
電
機
の
移
設
も

含
め
、
浸
水
リ
ス
ク
に
よ
る
影
響
を
回

避
す
る
た
め
の
抜
本
的
対
策
を
検
討
し

て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
は
、
本
庁
舎
設
備
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、
早
期
に
具
体
化

を
図
っ
て
い
く
。

答

本
庁
舎
の
受
変
電
設
備
や
非
常

用
発
電
機
な
ど
主
な
設
備
は
、
全
て
地

問

市
役
所
本
庁
舎
地
下
に
あ
る

電
源
設
備
は
、
芦
田
川
等
の
決
壊
に

よ
り
浸
水
す
る
と
停
電
に
な
り
本
庁

舎
の
機
能
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

が
、
移
動
等
の
計
画
は
。


